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図 1:NMRスペクトルの線幅の温度変化｡図2:緩和率の同位体比の温度変化｡
以上より､次のことがわかった｡NMRスペクトルの線幅を測定することによって､4
重極秩序のオーダーパラメーターが観測できた｡また緩和率の同位対比を見積もることに
より4重極モーメントの揺らぎを観測することができた｡特に転移温度の高温側では､短
距離秩序の発達を観測していると考えられる｡この揺らぎの磁場変化がどうなるかは､今
後の課題である｡
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